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SUMMARY 

1) In 1949, our clinic sμcceeded in producing a stable fine fat emulsion which can .be 
infused intravenously, This fat emulsion contains 15-20 ＇~ cod liver oil, its fat globlfs 
bdng less than 2 μ ip diamet忌rand the chemical analysis revealed its principal compo-
sition to be neutral fat. 

2・・Weinfused this fat emulsion intravenously in cats, mice and rabbits. Then, after a 
certain interval, the animals ~ere sacrificed and sections of the lung, liver, spleen and 
kideny were stained for fat with Sudan and for lipoid by the SMITH-DIETRICH and CIACCIO 

method. 
3) ~oon after the infusion, the fat globles passed smoothly through the capillaries 
without producing any fat-embolism, and left the blood stream about 30 minutes 
later. 
4) In the lung, the fat globles were eaten by the so called “alveolar phagocytes”（histoc-
ytes, alveolar epithelia、， inthe liver by KUPFFER’s cells and in the spleen by reticulo・
endotherial cells. In these cells, a greater part of the neutral fat gradually changed 
into lipoid, and disappeared several hours later. 
5) In the hepatic cells, lipoid ap.l?eared at a. later interval. This suggests that lipoid. which 
had been produced in the reticuloendotherial system passed on to the hepatic parench司
ymal cells. 
6) Since fat globles could not もa.discovered in any cells in the kidney nor in the bile 
duct epithelia, no fat was p品bablyexcreted by these routes. 
7) Several hours after the infusion, fat-containing leucocytes remarkably increased in 
number in the blood vessels of the organs, so it seemed that the leucocytes played a 
role in fat-phagocytosis, too, and in fat-transportation. 
8 Either in case a large amount ・ofthis emulsion was given by mouth to the animals or 
in case the animals were in §tate of inanition, the condition of the phagocytes in these 
organs entirdy resembled m'Efrphologically to the case to which the emulsion was adm-
inistered intravenously. Therefore, the mechanism by which the body handles the fat 
intravenously infused seems to be句uitephysiological. 
9 A compar:son of the fat-pha~ocydzing abilities in cats with those in mice and in rabbits, 
is shown in the followinJ tab'1e. 
Thus, the cats are the strong~st iri the ability of phagocytosis, next the mice and the 

rabbits being the weakest. Esp!icially in carnivora, the lung seems to play an important 

role in fat metabolism. 
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Table 

lung liver and spleen 

I I When fat I Total fat I I Wen fat 
appeared I maxim山 Idisapp 

I When fat I 
Total fa,t [ maximallv [ .YJhen fat 
~ppea向日 l pl珂 ocyti.zed I d1sappeare 

一一一一l-R！：：努型住d ｜ ー一一一ー 一一1 山 I immediatdy after I 3h. after 
Cat l 柵 ［irifusion～30m. ¥ inf us ion I + I immediat吻山rI 3h. af附I infusion～lh. I infusion 

Mause ,- 1t I ノノ I 3h. ｜締 ／ 1sm～2h. 1 24h. 

Rぬbit I 十 ゲ I 3h. j州 j 30m.～41i. I 州

(To each animal 0.5g. of fat per kg. of body weight was given intravenosly) 

10 I From this table, the rabbits were expected to produce most pronounced reactions fol-

lowing the infusion. So in rabbits, we infused the emulsion daily for as long as several 

weeks 0.25g. of fat per kg. of body weight , but we found no abnormalit＇・essuch as 

fatty metamorphosis, foreign body giant cells nor granulomatous lesions in any of these 

organs, except for a small amount of fat deposit in the reticuloendotherial ce Is of tトe

liver and the spleen. 

11) Moreover, when we simultaneously injected Methionine, a kind of Iipot ・opic su匂tanc€s,

there was no fat accumulation in thtse retjcul :endothe: ial cells of the rabbitよ’J
12) According to th se histochemical results mentioned above, we have reached the cone・ 

lus・onthat we can confidently use this fat emulsion clincally for nutrition 1 purposes. 
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第1章緒言

開腹術の前後，その他種々のJ'I;~合に，我々は患者に
対して非経r~ C1'{,( !Uil rYrtそ実施すベ会必要にj自られる

ことが多い．市も含水炭素，地獄，ヴ4タミン， 更に

アミノ酸等の静肱内輸入に関しては，~に幾多の業債

が発表されてL、乙か，最大のカロリー源である脂肪に

関するこの方聞の研究以来fl_家々たるものである．

教室の光へは，多年に亘り静脈内に輸入可能な乳化

脂肪の作製に苦心したのであるが，1949年， H設は終

にその倉｜！製に成功した．

こ与に於て先ず第一の設題として，我々はこの乳化

脂肪を静j詠内に輸入した場合の組織学的検察，即ち当

該脂肪の運命，組織防碍の有無等tこ関する形態学的研
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究に着手した．

従九乳化操作の比較的容易なLezithin，脂肪酷竿

の乳剤lを静脈内tこ注入した実験報告はや込多数にみら

れるが， f'Fill:!が剛毅であった中性脂肪の乳剤を静脈内

に注入して，組織全学的検索を行った文献は甚ti.すくな

い.DUち宇野（1921j，江崎（1936），木村（1937）等が

いつれもすレーブ油の乳剤を作製してこれを家兎の静

昧内に注入し，町Jj乱肝臓，或は脚臓等に就て，形態掌

的に脂肪を追求しているf立のものである．叉近蕨 (19

39) (1牛乳中に含まれている脂肪球がかな句微小なこ

とに清目じて，牛乳を家兎の静l除内に注入し，。市l蹴，

肝臓，牌臓，符臓，及び内巴暢＇ I二ι：Jtて，肱管内に於げ

る脂肪消化を形態撃的に検索している．併し乍ら， こ

れらの実験当時は如何に了．夫を弘みして乳言明lを作製し

ても，なお赤血球よりも大きし、脂肪殻が混入するの致

避けることが出＇＊ず，そのためI市臓その他乃隊総に必

ず脂肪栓塞を生じたので司ある．従うてその成墳は脂肪

栓窓を伴っていあとL、う条件。下仁一氏I［る笑験結果で

あって，脂肪栓寒が全然おこらない我々の場合とは，

根本的に差違があり，同様に論ずること（i出来ないも

のである．

曾て，山川等 (1928）は，栄養偽恰の目的で脂肪の

非経口的役与を志し，肝油及びパターより Yanolと名

附ける乳化脂肪を作製した．この Ya1101'i静肱内に注

入しても脂’防除塞はおこらない由であるが，これを野

村 1928）は家兎の，小野（1934）は犬の静脈内に注入

し，注入脂肪を組織掌的に追求したが， ともにその追

求は不可自信であった．之に反し我々の実験に於ては，

以下に記載する通h 極めて明確に組織化学的に往入

脂肪を追跡し得た．然らばYanoJ.;rコ場合f:i_何般に不可

能であったηだろうか．教室~~津及び仲間の分十斤結嬰

によれば， Yanolt主総：脂肪酸会有率3.95%で， その中

Lezithinが3.02%を百め，中性rn’l方は0,06%に過ぎな
し．即ち斯るLezithinの事希薄手L剤である Yanolの少

量注射をもってしては，組織学的？正明ヵ：閑難であうた

ろうことは我々の経験からしでも当九と考えられる．

東近， R川手（1951）はNeoF.C.K.成仏 F.C.G.

という街菊階に吸着せしめた粉末肝油ヨロイドを作製

し，用に望んで蒸溜水に島幸解して静肱内に使用してい

るが，これはその大部分が縞笥鰭であって， 我々の分

析結果では，総指肪酸含有率fi約 0.5%であり， その

約3分の1が中性脂肪で， 3分の2が渇離脂肪酸であ

る．このような脂肪含有量の極めてすくない溶液を用

いては，やはり我々の行ったような組織化掌的検索は

不可ll巨であろう．

f;'if，今次大戦後の外同交献を入手するに及んで，米

国に於ては!lfcKibbin, Collins, Geyer, Mann, Meng, 

等の一派(lリ18ー），及び Shafiroffの門下（Fltりー）が，

我々と殆んど同時に，全く無関係に， 各々別個の方法

で，オレ｛プ泊，冊子治等より乳化脂肪の作製に成功

し，実験的にこれを静肱Iねこ使用していることを知っ

たが，組組当主的にはWoerner( 19~9） がモルモ フ ト に

；者t:-c,Murray (1952）がヲッテ及び少数の犬に；俊て若

干ん枚紫色行っているのみで，オミti系統的な研究の発

表をみない．

我々lcH郎防に対する態度が夫々異なると考えられる

肉食， iil食及び草食動物を使用し，これらに乳化脂肪

の一回乃宅反復静1永内注入を行った後，組織化学的裁

に組織彩的検索を施符して， 静肱内注入脂肪が果して

どのような週松を経て処砲されるもわであるか，即ち

注入された乳化脂肪の運命と，またその際注入に原因

する何らかの反応的変化が諸吸器におこるものであろ

うかということを検討して， :;j(j日jの使用可能性を吟味

するとともに，併せてこの乳化脂肪を経口的に投与し

？と湯合，並tこ村、内貯蔵脂肪カ’動員されていると考えら

れる飢餓の一二の場合の所見をも比較検索し，依って

脂質代謝の一端をも窺知しよ うと した次第である．

第2章実験材料並に実験方法

第1節実験材料

1. 手Lイ仁1旨1

阿笠カ：約；＠：！し7乙乳化鳴肪t主10～30%の脂肪を含有

し，肝油，オレープ油，ごま油， 開子治等，種々のI由

J当ら作製河tJ主であろ． 主成分は勿論中性脂肪であるが

安定刻iとして約1%乃Lezithinと， 4・%の；鈎萄糖を，

そfの他若干の物質を混じていふ 脂肪械の大いさは，

Svedvergの道心法に依って測定すると，すべて直径2:0

μ以下で， しかもその69.6%が0.旬以下であり，30.4

%が0.8～2.0μである．試みに筑化指！方の一滴を鏡下

に泊浸装置を用いて検すれば，無数の徴籾な脂肪球が

、活殺なBrown運動を行勺ているのがまこ とに美しく認

められる．

実験には肝油から作製した乳剤，即ち肝油を10～30

%（通常15~； ）含有する乳化脂肪を使用したが，これに

含まれている各脂質相互の比率は， 中性脂肪85.5%,

溺離脂j肢酸7.9%,Lezithin 6.4%，その他02%であ
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る．消毒は】oocc.30分間減商法を採用した．
2.実験動物

実験動物としては，生理的に多量。脂肪般取を行っ

ている肉食動物の猫，生略的に殆ど脂肪炭取が考えら

れない草食動物理コ霊長兎，及び両者の，呼指lに位する混食

動物ろマウスの，成熱健常なものを使用し？と．

由来，各E軍総内に於ける脂肪の出現世は，食餌の額樹立主

にその投与＂寺刻と 11!'.＇接な関係がある．依って可及的同

一条件を得るため，各動物は夫々一定の食餌をもうて

7日間ιU:.続養し，その後出血死を一夜さしめる前に，
猫及び家兎では24時間，マウスでは6時間，絶食状態

となるようにした．この絶食時聞は予備実験の成績か

ら，脂肪の出現が最も少量と考えられる時聞を選んだ

のである．

第2節実験方法

1. 全身麻附下に於ては肝臓，~－に Kupffer氏星納

胞内にしばしば脂肪が出現することがあるので，実験

は常に無麻R殺のもとに行った．

2. 乳化脂肪は，猫に於ては後後の皮下書事政へ，家

兎に於ては耳静脈へ，マウスに於ては尾静肱へ，なる

べく徐々に注入した．

3. 体重50廷の日本人の・一目指訪漠収量は平均25

瓦，且Hち毎1if0.5瓦であるが，動物に対しでもこれと同

量（ lS~G乳化脂肪毎庖3.3cc）を基準量と定めて静除内

に注入し，実験の必要に応じては適宜注入量を加減し

た．

4.乳化脇肪の静肱内注入後，逐時的に一定時間毎

に~!i'.：動肢を切断して動物に失血死をヰミさしめ，防目度，

肝臓，将殿及び開放努に就て，その一定部位ーより各一

定大の組織片を切取り，これを5～10%中性ホルマリ

ン液中に2～5日問責定した．

5. 切片の調製は主としてカーポワフタス（以下c.

W. と略記）包患に依った．実験。初期には我々は凍

結切片を作製したのであるが，たまたま1950年夏，米

国から初めて C.W.が輸入されたのでこれを試用し

た．凍結法に比し作製様作が容易で且薄い切片ヵ：得ら

れ，標本ヵ：ゃ、収縮する傾向があるが，すくなくとも

脂肪染色に闘しては非常に美箆な標本を得ることが出

来ることを知った．それで，その後は専ら c.w.を使

用し，種々改良して次のような包埠方法』こ依った．

llPち，組織片を水洗しホルマリンを去った後，官官．紙

で水分を暖収ずる．ついで組織片を37～3リ℃（C.W.

1500が液状化する炭｛~温度）の勝NfJ器中に入れてある

c.w. 1500中に1～2晩浸して充分にc.w.を浸透せ

しめ，次にC.W. 1500とc.w.4000との等量混平副総

c.w. 4000のみ； C.W.40聞にこれの%～~昼の C.

w. 6000を混6たもの；の三者の）I院に，いづれも58～
60ccの府：im器中で夫々1～2時間宛通過せしめて，終
了後c.w.をもって台木に装著し，これを必ず乾燥器

の中に保存し：c，必要にL亡、じその都度耳支出し切片を作
製した．

組織学的検索の便宜上，切片の厚さは肺臓 12μ，肝

臓，牌臓，及びw臓は夫々6μに一定した．
6. 最初我々は注入脂肪そのものをあらかじめ色棄

をもって梁包した後，静脈内に注入し，組織切削閣

後はHae!11a古田ylin単染色のみを行って注入脂肪を追

求しよう と青みたので，TL.. 範に各色彩に亘り， Mono戸

azo, Disazo~.~zin, Triphenylmethan, Anthraquinon 

等の所謂油絵性染料を求め，これをもって脂肪そのも

のを染色したのでらるが，これらの中，脂肪を最も濃

く染色すると考えられる SudanIVをもってしても，

乳剤中に含まれる脂肪小球は，鏡検時黄色乃至燈黄色

にしか梁着Lて属らず，余りに淡色で，旦赤血球との

鑑別も困難で，充分に所期。目的を達し得ないことを

知った．たとえ，注入脂肪球をあらかじめ濃く兼がる

ことが出来たとしても，これを体内へ注入した後，更

していつまで色素が注入脂肪球に梁着しているかは疑

闘である．というのは脂肪球は一旦体内に注入されS
と直に分解等の変化を受けるものであり，又一方台察

が注入脂肪球に柴着しているとL、うのは，分間の法則

による湾解現象に過ぎないのであるから，体内へi"tJピ

後，休内志野哉の多量の脂肪に再会したときは，色素地：

そちらへ移行し，従って脂肪球から離脱する可能性が

充分考えられ．るからである．依ってこのような方法~

断念し，無染色乳化脂肪を注入して，後刻，車E級学的

検索の際、に脂肪染色を行うことふしたのである．

7. 脂肪梁色法tこ就て

細胞肉＠繊細な脂肪頼位を明確に梁色する必要が

あるために，我々は各種の脂肪梁色法， J;lpちDaddi. 
Romeis; Jll付ー矢崎， Froboese,Savini, Goldmann. 

工蕨ー鈴木氏法その他を比較検討し，更に色売と自ら

の工夫を重ねたのであるが，脂肪梁色筏に関して凡そ

次のような梧諭を得た.llPち，強力な染色像を得Sた

めには，染色液として必ずSudanの謬賀、液，換言す畠

とSudanの過飽和海軍液を使用しなければならない．併

し乍ら惨質液を用いるとL、かに強力に染着するといっ



古事~内脂肪総入に関する純総主主’n句研究 (I) 81 

ても，これが余りに過飽和に過ぎる（高度に濁濁して

いる）と，波染はするが必ずSudan沈滞の出現を避け

るこ主が出米ない．逆に過飽和の怨度が極めて弱L・（

僅に潟濁している）場合には，沈滞の出現は比較的避

けられるが，染色度が曹、くなる．つまり適当度の過飽

和俊液であって，しかもその穆賀状骸が安定なため，

沈滞が好位iし難い染色液が望ましい．更に叉染色液の

アルヨ戸ル濃度は可及的｛氏いもの程脂肪を溶解乃至脱

出ぜしめることがすくなくて好ましいのでるるが，そ

の一方アルコール濃度の低い程，標本の鮮明度（Kl<.-

rheit）が落ち，且色素帯主液も過飽和に陥り易い傾向を

認めるのである．

以上の諸条件を比較的満足せしめ得るのが＜？oldm-

ann氏梁色法であると考える.Jillちその染色液は中等

濃度のアルヨ F Fιに， Sudanとともに:x-Naphtolをも
溶解せしめるために， Sudanの溶解度がたかまり，適

当度の過飽和溶液を形成して縫い染色原木が得られ，

且その~.賀状態は比較的安定なために，沈消が祈出す

ることが殆どない．術叉c.-Naphtolは務離乃至活性状

態で脂肪穎位と特異的に結合し，これに更にSudanが

誘導結合されて，そのため脂肪カ可愛染されるともL、わ

れている．

只，本法は血液学的検査にはしばしば用いられるが，

組織掌的検索、には余り普偏的に利用せられていないよ

うに見受けるので，我々は要すれば必ずRomeis，川

村氏両法を併用して比較鏡検した．その結果， Gold-

mann氏法はこの両法に較べて紫色h調にや込者f、味が

強く出るが，すこし慣れると何ら不便を感じないこと

を知弘又本法の原名はLipo id 染色法となってはい

るが，中性脂肪をも同様によく染色し，しかも中性脂

肪主主にLipo idに対する梁色々別~i，中性脂肪は赤色，

Li po idは赤黄色であることをも知った．更tこ本法は，

梁色液の作製，柴色操作等が極めて簡単で何ら特別な

手援を要しない点もちり，島（1937）も唱えた通り，

まことに推突に価する梁色法であると考える．我hfi: 

原法に多少の改変を加え，極めて優秀な梁色成債を収

めたので，以下簡単にこれに就て述べる．

〔Goldmann民組織脂肪染色法〕

a.染色液

55--00% Alkohol・・…・100.0cc1 

cx-Naphtol・・・・・……………l.Ogト

Sudan 目…・.....…・…過剰1

以よを混じ Wasserbad 中にて 5 分関東灘，宇~.·拾し

て室温に放置し，染色に際してはその都度猪過使用す

る．

b. 梁色方法

務離切片を40%アルコール中に数分間侵し，ついで

猪瀬に余分のアルコ戸ルを吸収せしめた後，白tij記梁色

液中tこ入れ，符栓し，室温にて15～30分間梁色する．

梁包後，取出した切片の一端を再び滞紙に接触せしめ

て余波を抜き，ついで20%アルコール中で瞥時洗瀞後，

充分に水洗し， Mayer氏 Haemalaun3～10分間の後

梁色を行い， Apathy氏ゴムシロ7プをもって封入す

る．

c.備考

i) 組織片の間定には，原2去のようにアルコールを

用いる必要はなく， 5～10%中性ホルマリシ液で充分

である．

ii) 通常の梁色には58～60%アルコールを用いる

が，強力に工梁色像を得たL、ときは55%アルヨ ~1レを使

用する．

iii）染色液は調製直後は強く瀦濁しており，直にこ

れを用いると沈t査が所出するので，数日経過して液が

適当度の穆質状態となるのを待って使用する．使用可

能期間は約1ヶ月であって，その間同一栄色液を何回

も使用しう るが， 1ヶ月以上経過したものは梁色液中

に沈澱が多くなり，綴液は透明化して染色度が不良と

な今
8. 以上脂肪梁色の他に Smith-Dietrich氏 Lipoid・ 

染色並にParaffin切片によるHaematoxylin-Eosin複

柴色を行った．更に必要に応じては Ciaccio氏Lipo id 

染色， N刊blau染色， Best氏機原染色等をも併せ行っ

た．

第3章猫に於ける実験底績

第 1節基準量の乳化脂肪を静祢内に注入し

た際の所見

猫に脂肪毎班0.5g(15%乳化脂肪毎斑3.3cc）を徐々

に青争政内tこ注入し，逐時的に一定時間（10; 30分，

l • 2 ' 3 • 4 ' 6 ' 24' 48時間）後，これを毅して

検索した．

問眼的所見

静11*内注入時，猫の一般状態には何ら異常を認めな

い．たまたま，注入を急速に行うと呼吸促迫及び不安

状態を惹起したが，注入を鞄時中止するか或は徐々tこ

続行すると間もなく憶に態に復するのを常とした．
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肉眼的には各臓器ともに正常であって，特に肺臓に

於ても出血及F，梗塞等を認めない．

顕微鏡的所見（第1表）

（佑 1~·乙J Jlliに県1~：がを前抗した際の諸臓

訴に ｝j~ける脂肪のi宵長

！注射絡γ1 I I i 
制限より屠｜防版印「竺－｜峨｜腎臓
（泣）｜殺までの｜ ｜五！細胞｜肝細胞｜ ｜ 
I H~l1司 I I I I I 

3.1 I i o分｜柵｜朴I-I特 1十
2.8 I 1 o分｜州 l件｜一 ｜＃｜士
3.o I 3 o分｜甘； I+I -I +I -
2.9 : 3 0分｜冊｜十 ！－｜＋ ｜ー

－竺I~ーで~Ii_L土[±I 士 I-
2 s I 1時ll日｜十｜＋｜十 i土｜－
2.s / 2時間 ｜＋｜士 I+I土｜一
三~竺~－－~_J－~＿J 惜 ： 一 ｜
2.3 I 4時附l1-1-1*1-I 
2.9 I 6時間II一｜－ I+ I 一｜
~~－－ 1-.. ~.僻｜尚 I -L: __ J＿十｜一 ｜－
2.1 I 24時間 1-1-l士｜-I 一
司 州問｜一丁－1-i-l
3.o I対照（l)I -! -I -I -I -
3.0 ＇示、ziI一｜て下； I－＝＿－了ご
] .肺臓

注入脂肪球は，注入後10分経過例に於ては，注入し

たま、の後納な粒子の形で，毛細血管内涜J血中に少数

認められるが， 30分経過例jに於てはもはや殆ど認めら

れない．即ち注入脂J防，f:;tは注入後， 直に細胞に侵攻せ

られるため，約3（＇分で漉血中から消失するものと考え

られる．

注入脂肪裁は既に10分及び30分例に於て，僅めて多

数の所謂~市胞晩納胞（Alveolarphagozyten）にI英司王さ

れている．（第1図）．油浸装置を用い鏡検すると，肥

大した肉細胞の原形質内には漫：取された無数の脂肪まま

が充満し，その大きミは大多数 μ以下の鎖納なもので

あるが，析に2,11f',，：慢のものが1細胞内に1～2個含有

されているのをみる．』市抱晩納胞の大多数は肺胞墜々

在性であるが，一部のものは錠離して柿胞勝内に存在ー

している．（第2図）．

-
（第 1図）

街の肺臓，￥準ilW：入後JO分，

脂』J；：球を撤収した多数の肺胞喰細胞が認められる．
(Sudan染色， 400［古）

（第 2図）

1訪の肺臓， 事宅司書カi注入後10分，
匁31図の拡大f象.(Sudan染色， 1100倍）
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この際，脂肪球を痕取した防胞倹細胞がどのような

細：泡に由来するかに就ては，従 ·r~から種々議論がある

ところであって，この告訴木のみによって判断すること

は困難であるが，恐らく組織球或は血中の務走 ]l..f~n-
ozytentこ属すると思われる大単核細胞，及ひ明に抑胸

上皮の配列を示す納泡等が脂肪球を隈取している微~
認めるので，これらの各嵐納砲が脂肪Ci晩il5を有して
おり，所謂Alveolarphagozytenを構成しているものと

考えられる．

脂肪球を療取した蹄胸喰細胞は， 1時間例に於ては

既にかなり減少し， 2時間例では更に少数となり j3.時
間例及びそれ以後の例に於てはもはや証明しえなU・
只，脂肪球漫寂後，肺胞控から剥離して肺胞内えと主脱

落した喰細泡の少数n：，設は孤在性に，裁は数値~ヨE
十数個の集団をなして存在するのが24時間例淫認めら

れる．而してこれらの剥離した喚細胞は所調脂肪変性

(fettige Degeneration）に，:llAったがために肺胸膜内へ

と脱落した肺胞上皮納t泡等とは明に区別される、‘もので

ある．

上述の肺胞喰細胞内に侵攻された脂肪球~'i ； 既に10

分例に於て， Sudan梁色により赤黄色を呈し， Nilblan

（第 3図）

猫の肺臓，基準賞主主人後10分，

肺胞喰細胞内に・Upoidが認められる．

(Smith氏染色， llOOf背）

染色は青色を示し， Smith氏主主にCiacci口氏Lipaid梁

色は限性である．（第3図）即ち組織化準的に同細胞内

には Lipaidが！？正明されゐ．このことは注入脂肪の主

成分である中性脂肪の大泌分が，注入後間もなく姉胞

I強納llli'内に於て Lipaidに変化したことを示すものと

考えられる.3C分例及び1崎間例に於ても，上記と同
様に同組抱内に Lipord;O:：立証される．剥離して肺胞

所内に存在している肺胞喰納抱内に於ても亦Lipaid反

応が陵性である．

2. 肝臓

注入脂肪球は， 10分例に於ては肝小葉の静Mti!P：：内に
極めて少数認められるが， 3!1分例でIi流血1ゃから殆ど

消失する．

肝践に於ては，注入脂肪球は主として Kupffer氏星

細花に侵攻される.10分例に於ては，前述の肺胞'!lit細

胞数に較べると還にすくないけれども，や込多数の墨

細胞が，殊に肝1J、業の周辺却に於ける肉細抱ヵ：著明に

脂肪球を撰寂する．この際星細胞は肥大し，著しい場

合にはE常の約10倍大に達し， 原形質内には多数の徴

細脂肪頼；位を慎取しJそのため核は－~／！！！二庄耕せられ，
且同細胞の数も亦治加を示している．術，一部静服、清i

（第 4函〕

猫の肝臓，主.~~手f設注入後30分，

Mt肪球を採1反して肥大した恩細胞が認められる．
(Sudan染色， 400倫）
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墜から主u離した星細胞は，大型円形単咳細胞として中

心静脈内に見聞されるものが怠る.30分例に於ては脂

肪ままを摂取した星細胞は10分例よりもや』少数となり

（第4図），爾後更に漸次減少して， 3時間例では殆ど

消失する．

足細胞に摂取された脂肪球Ii:，問細胞内に於て逐時

Sudan !4.色により赤黄色を呈し， Nibl au染色は膏色言
示し， Smith氏主主にCiaccio氏Lipo id染色は陽性とな

る．（第5図）．即ち是納館内に於ても注入された牛性

（第 5図）
狛の肝臓， 基準景注入後30分，

足細胞内に Lipo idが認められる．

(Smith氏染色， 1100依）

脂肪の大部分カジLipo idに変化するものと考えられる．

この Lipoid11株に星細胞原形質の辺縁訴に於て著明

に認められ，且叉Lipo id穎粒が時間の経過とともに細

胞外へ競走したと思われる像を認めることが出£る．

肝細胞の中ペIi:，注入脂肪球が直接そのま与で浸潤

して行く所見は認められない．即ち乳化脂肪注入後，

肝細胞が直に量生入脂肪球を摂取する像は認められな

い．併し乍ら，注入後1時間以後の例に於ては，肝細

胞内に，特に肝小業の周辺部に於ける肝細胞内に，

Sudan染色で赤黄色を呈L,Nilbla染色で青色を示し，

且Smith氏並にCiaccio氏 Lipo id梁色陽性の物質が

醗蔓性に増加するのが認められる．即ち肝細胞内に，

Li po idが多量に証明される．こわは3時聞がjに於て最

も顕著でらるが，その後漸次減量して話時間例に到る

と殆ど消失する．

Glisson氏線内に於ては，稀に脂肪球を’摂取した組

織球性納胞をみることがらるが，殆ど脂肪を証明せず，

叉輸胆管上皮細胞内にも脂肪を認めない．

3.碑臓

注入脂肪球は10分例に於て穏抱周囲部投？び髄索のoa.:

毛勤泳終末部に集中して出現する（第6図）．その大部

（第 6図）

狛のB専属候，基準jf，＿注入後10分，
2置胞』r.J囲部に集『l’して多数の
る（Sudan染色， 100依）

分は既に細胞内に撲取せられているが，

一部は向血管内に務離のま込で存在する.30分例にな

ると納胞外にある務離脂肪球Ii:殆ど認めJうれないの

で，1尊厳に於ても脂肪球は約30分で流血中を去るもの

と旬、われる．

注入脂肪王者を侵攻するのは所謂網内系に属する諸細

胞，即ち主として赤色髄内の鱗状微細抱，所謂Splenoz・

yten及び静肱滑！内皮細胞等である．就中前二者に於て

著明であり，場所からいえば，前述の穏胞周間部及び

髄索内勤肱終末部附近に於ける納胞に顕著である．

脂肪磁を控実現したこれら網内系の諸細胞は， 10分例

に於ては多数認められるが， 30分例から少数となり，



古手除内脂肪織入に関する組終学的研究 m

爾後漸次被少して3時間例で殆ど消失する．漏胞内の

網状織細胞が脂肪球を摂取する像は殆ど認められな

~ .. 
上記の諸細胞内に於ては組織化学的にLipo id反応が

陽d性であることは肺臓や肝臓の場合と同様であうて，

こ』に於ても注入された中性脂肪が Lipo idに変化さ

れるものであることを示している．その陵性度は防胞

喰細胞よりは弱〈，星細胞と同務度できbる．

牌臓に於ても，肝納抱内に出現するのと同様のLip-

oidが，軽度であるが，髄索の一部に繭互主性に出現？

る．しかもその時間的消長が肝納路内の Lipoid.~よ
く一致し，即ち注入後1時間例から出現し， 3時間例

で最も顕著であり， 24時間例となると殆ど消失する．

...腎臓

猫の腎臓r'l:lE常状態に於て，主部及び移行部1時制尿

管上皮細胞内に多量の渦状の脂肪の沈策があり， He-

nle氏務係の上皮細胞内にも徴納な脂肪滴が踊益性に

存在し，更に総毛色体その他にも少数の脂肪滴を認める

ことがあるので，乳化脂肪注入による所見と鑑別する

ことが困難である．併し乍ら，すくなくとも肺臓，肝

臓，牌臓に於てみたような細胞内脂肪隈取像を認めず，

又絢尿管内排粧の所見をも在明しなL・．只対照に比し

て，注入後短時間内に，来最毛主体や間質血管内流血中に

少数の務離脂肪球を認めることがらるのみできbる．

5. 以上の各臓器の血管内に於て，乳化脂肪注入後

一過性に極めて顕著な多核白血球の猶多（Le_i.J~ozyto・

se）を認める．それは30分例から憎加し始め， 3'4, 

6時間例に於て著明であり，その後漸次減少して， 24

時間例では殆ど消失する．場所としては肪毛細血管内

に最も多数認められ，次は肝臓静肱t!"J，牌勝<!32V霊胞周

閤血管業内に多い.ll由浸装置を用い鏡検するLこれ
らの多核白血球には，正常白血湾が有している繊細脂

肪穎粒よりも明に大きい脂肪球を貧喰しているものが

多数認められ，且叉同白血球内に存在する微細脂肪頼

位数も正常時に較べると増加している感じをろける（

第7図，第8図）．

6. 脂肪栓望書は各臓器の毛細血管に於て全然これを

認めない．叉脂肪変性，納胞浸潤，異物巨絢胞，肉芽

腫の形成等，脂肪注入から予想せられる反応的病的変

化を認めることが出来ない．

第2節基準量の2信量の手L化脂肪を静除内

に法入した際の所見

体重2.0～2.9斑の猫に，脂肪毎庇1.0g(15%乳化脂肪

~ 
（第 7・図）

司.，
－~ 

猫の肝臓， ;Jjl~ ~手:fit注入後 4時間，
肺毛細l血：i：＝；・ l刊に白J(11J~tJ｛·守多が認め られる ．
(Sudan染色，llOO倍）

（第 8函〉
猫の肝臓， fit準宣ti入後4Jl~of}司，
古事除i同内に白血球柑多が認められる．
(Sudan染色， 1IOQf:!,') 

85 
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wn王6氏c）を徐々に静肱内に注入し，逐時的に一定時
間（30分， 1, 2' 4, 6崎間）後，これを殺して検

索した．

1 肺臓

注入脂肪球は， 30分例に於ては注入したま込の徴納

な粒子の形で，甚だ多数肺毛納血管内に認められるが，

1時間例に於ては著明に減少して少数となり，2時間

例では殆ど消失する．

注入脂肪主主は30分例及び1時間例に於て，ともに極

めて多数の肺胞喰納厄に著明に隈取されている. 2時

間例では脂肪球を隈取した同細胞はかなり減少し， 4

時間合~では更に少数となり， 6時間仰jに到る ι殆ど消
失する.ff,], 6時間例では肺胞壁から剥離した締胞喰

細胞の少数を認める．

肺胞l民側胞内に於てl干性脂肪が Lipo idに夜化する

所見は，前節の場合と同織である．

2. 肝臓

注入脂肪球は30分例に於ては治離の形でかなIり多数

静肱滑j内に認められるが， 1時間例ではもはや血管内

から殆ど消失する．

今回は前回の2倍量の手Lft脂肪を注入しているのに
も拘らず，脂肪球を際取する Kupffer氏昆細胞の数ft.,

基準量注入隆寺とほど同数でるり，且同細胞内から』旨肪

ヵ：消失する時間もほE同時であって， 4時間例では同

納胞内にもはや脂肪を認めない．即ち，基準f誌を超え
て余分に注入せられた脂肪ft.，主に肺臓に於て綬取せ

られ，そのため肝臓にまでーはげt現して来ないものと考

えられる．

}ID納胞内に於て中性脂肪が Lipold化きれることは

前回と同様である．

併し乍ら，二次的に肝細胞内に出現するLipoidIt., 

恭准貴注入時に比し遜ピ多量であって，著明な例では

肝小業の周辺部のみならず中間話，更に中心部の肝細

胞内にまで認められる（第9図）．

3.隣臓

注入脂肪球は主主 して滞日包周底部及び髄索の動脈終

末音f，に集中して出現するが，細胞外血管内に認められ
る脂肪主主は30分例ではや h多数であるが，1時間例で

は少数となり， 2時間例になると殆ど認められず脂肪

球はすべて細胞内に阪取されている．

注入脂肪ままを撲取する網内系の諸細胞は， ~.1；准沿n:
入時よりもや込多数認められ，これら細胞内に於て脂

肪球が処理を受けて消失するに到る時聞は多少永びく

（第~9 ・図）

1誌の肝臓，法準訟の2~古；鼠注入後 1持H~ ； 肝細胞
内に多:Illの Lipo id語、UI現している会持に』干小型i
}Ii）沼郡に於て者：明．

(Smith氏染色， 100俗）

が大差はない．

これらの細胞内に於て中性脂肪が Lipoid化される

のはこれまでと同様である．

併し乍ら，ごー次的に赤色憾の一部に出現するLipoid

の量It，事E準量注入時によtし多量である．
4. 腎臓

前節と問機，腎臓が指肪処理に関与する所見Ii認め

られない．

5. 乳化鴨肪注入後，一過性に多核白並：球贈多が起

り，その際白血珠が脂肪球をi'i喰する像を認めゐが，
基準監注入時よりも一層顕著である．

6. 古IJ節と同様，脂1方栓塞その他の反応的病的変化
を認めない．

第3節芋L化脂肪を経口的に投与した際の所見
休軍.2.51if.内外の砧を24時間以上絶食せしめた後，

カテーテルを挿入して， 30.%手L化脂l方毎疋8.25cc;25.0 
cc及び50.0cc（脂；防毎旺2.5g,7.5g及び15.0g）宛を国

内tこ投与し，脂肪の！吸収が最も旺盛であると考えられ

る5～6時間後，これを裂して検索した．

l. 肺臓に於ては著明に脂肪球を際取した肺胞喰細
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胞を認める．同細胞は少量投与の第1例では少数であ

るが，大量投与の第3仰jでは多数に認φられ，務lーに肋
膜下領域に著明であって剥離して柿胸腔内に存在して

いるものが多い．（第10図）．

（第IO図）
猫の肺店長，大震の乳化脂肪を経口的に投与後6時

｜旬，

肺胞喰細胞が＂~防法を携取している．

(Sudan染色， 400f氏j

2. 肝臓に於ては Kuffer氏忌細胞はごく少数のみ

脂肪球を隈取するに過ぎない．これに反し肝細胞内に

は，静放内注入時と同様に Lipo idが溺蔓性に証明さ

れる．これは第1例では少量にすぎないが第2，第3

例では著明であって，やはり肝小撲の周辺部の肝細胞

内に多量に出現する．（第11図）．

3. 牌臓に於ては静除内注入時のような憾抱周囲音fl

に於ける脂肪の多量出現を認めない．網内系の諸細胞

が脂肪球を隈取するのはごく少数のみであるが，これ

に反し大量投与の第2，第3仰jでは髄索殊に動E最終末

昔日に多量の Lipo idが漂髄性に出現する．

4. 腎臓には特異な所見を認めなし．

5. 以上の各j臓誌に於ては，乳化問防を静肱内仁注

入後数時間で出現したのと問機D，多段白血球の憎多

が，比較的経度ではあるが認められ， ~iに大量を投与

した例ではかなり著明にみられる．併し乍ら静脈内注

入時のように，白血球内に大きい脂肪球が笥喰されて

いる像は認められないようでるる．

F要するに，経口的に乳化脂肪の比較的大量を投与す
ると，程度ではあるが，静脈内注入時と相似た形態掌

（第11図）

猫の肝繊，大量の宇L化脂肪を経口的に投与後6Plf

!Ill. 

肝小業周辺郊の肝細胞内に多f訟の Lipo idが認め

られる.(Smith氏染色， IOOf長）

的所見を認めるということが出来る．

第4節能餓の際の所見

体重3.0～3.5廷の猫に， 48時間及び72時間の絶食を

行わしめたもの，各2例布に就て検索した．

一般に餓織が進行するとともに，血祭はSudan染色

により淡黄赤色に梁着され， 君主I血球も亦閉様の傾向を

示すが，流血中に脂肪が出現することはない．

1. 肺臓に於ては， 72時間絶食例で脂肱球を炭取し

た少数の肺胞喰絢胞を認め，これは剥離して肘胞院内

に存在するものが多し．

2. 肝臓に於ては脂肪球を隈取したKupffer氏息細

胞は48時間例では極めて少数であるが，72時間例では

や 込多数に認められる．肝細胞内には72時間例に於て

Li po idの憎量を，軽度乍ら，認める．

3. 牌臓に於ては脂11/i践を倶寂した網内系の納胞は

72時間例に於て少数認められるのみである．又問例で



第2娩1.{~22を

体重20g前後のマウスを選び，これに10%削凶撒

O.lcc （脂肪毎延O.Sg）を徐々に静除内に注入し，逐略

的に一定時間（直後， 1,3, 5, 10, 15, 20, 30, 45分，

1, 2, 3, -1, 5, 6, 9, 12, 24, 48時間）後，これを殺

して検索した．

日本外科宝目白

肉眼的所見

静脈内注入時，てウスの一般状態には何ら異常を認

めない．たまたま，注入が急主主に過ぎた湯合には，注

入直後に不安状態，，行動の不活苦理化等を~起したが，

間もなく常態に復するのを常とした．

肉眼的にぽ各臓器ιもにE常であるが，急速注入例
では肺臓に欝血がらり，更に出血を恩わせる赤色班点

を認めることがあった．

顕徴鏡的所見（第2表）

1.肺臓

は髄索内の一部tこ少量の Lipo idを認める．

4. 時織は正常である．

、5 白血球増多の所見は，いつれも軽度に認められ，

72時間{Ii］に於てや込著明である．

要するに，生体内の貯蔵脂肪が動員されていると考

えられる後餓の際にも，形態学的に乳化明日方の静除内

注入時と相似ltc.所見が認められるということが出来

る．
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マウスに於ける実験成績

基準量の乳化1旨肪を静除内に注入し

た際の所見

第4章

第1節

マ？ ；えにf

諸勝1昔罪にb守げる1託量方のi宵長
c~·； 2表）

注入脂肪聖書を柿毛細血管内に於て追跡することは困

難である．即ち基準量生の注入可さは脂肪球ft極めてき~fこ

肺毛細血管を通過すると考えられる．

脂肪ままは注入直後から少数の肺胞喰細胞に援取せら

れる．これは1時間例迄明に認められるが，その後は

極めて少数となり， 3時間伊j以後は消失する.f[!L, 

脂肪球冥取後，肺胞静内に:!kU離した問細砲は12時間例

に於ても散見せられる．

注入を急速に行った例に於ては，肉眼的に赤色演を

認めた部分に一致して，強度の軍事血立主に小出血竃を認

め， ii.この部の防胞の隅角部には裕色の穎位を含有し

た大挙核細胞が存在している場合が多い．

2. 肝臓

注入脂肪球：:t注入直後静I除洞内に務離の形で明に認

められるが， 30分例以後は流血中を去り，細胞に長蔵

きれる．

即ち，主として Kupffer氏星細胞がH臨球を倒す

るが，これは防抱喰細胞に較ペると透に多数であって，

注入後間もなく脂肪球を著明に炭取し，15～30分例に

於て最高を示し， この際数個の忌細胞が接合した像を

みるこ主がるる （第12図）．
その後2時間同u~；脂肪球を炭取した同納胞は多数

に認y，られ，爾後漸が；減少して9時間例以後ft極めて

少数となり，24q専問例になると殆ど消失する．

元-1'.，正常なマウスの肝細胞内には個体差により，

11又食餌倶取乃否認器餓の状態によって，中間麟乃至

Li po idが種々の;r'il度に証明されることを予備実験で知

りた．依って肝細砲内の脂質のt曽加が，乳化目蹴・の静

十

十

一
土

l討耳.ff;了｜

例数 ｜紅思｜肺臓

｜時間 ｜ 

2 I直後 l 件
2 I l 分｜廿
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~ 1 1s~－L~ 
2 I 2 o分 I+
3 I 3 o分／＋
2 I 4 s分｜＋
3己竺＇.！＿I_!
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B I刈間 I-

十

十

2 
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（篤12:§)

マウスの肝臓，基準法注入後15分，

脂肪球を矯1反した恩納胞が多数認められる．

(Suda~ 染色， 400俗）

隊内注入に原因したものであるかどうか明確な判断は

下し難いのであるが，注入後30分例から Lipoid乃至

中性臆肪が野小業の周辺部，殊に脂肪球を著明に模攻

している足納抱近傍の肝細胞内に，軽度ではあるが，

憎加し，それ．は 6時間~uに於て比較的商箸となり，そ
の後断次減少して， 48時間例となると消失するように

見受けられと；．

3.隣厳

牌織に出現する目白肪盤は，肝臓に絞ぺると，や与す

くないが，肺臓よりは遁に多い．注入直後，脂肪球は

滞胞周囲音防こ集中して出現するが，約30分で血管内流

血中を去り，近傍に存在する主に赤色鑓内の鯛内系の

諸絢抱に侵攻される．これらの脂肪球を侵攻した細胞

は， 15～30分例に於て最も多数に認められ， 2時間例

以後は少数よな!J'24時間例に到って消失する．

4. 腎臓

腎臓に於ぞぽ，注入後30分以内の例に於て，少数の

脂肪球を，総径休， 裁は間質等の毛細血管内に，とき

に認めるにすぎない．

5. 以上の各自家法に於て，程度ではあるが，注入後

多核白血珠の憎多が起り，それは数時間後比較的著明

であって， 24時間後正常に復する．その際白血球内の

脂肪頼粒が正常時よりも多いような感じをうけるもの

がある．

6. 各臓誌に於て脂肪栓皇きは全え認められない又

脂肪変性，細胞浸j筒，巨細抱，肉芽彊形成等の反応；的

病的変化を誕明しない．併し乍ら顔継の通り，急速注

入例に於て肺官事血並にこれが高度となる主締出血を見

るこ色がある．

第2節基準量のす.5信置の事L化脂肪を静除

内に注入した際の所見

体重20g前後のマウスに， 15%乳化脂肪0.5cc（脂肪

毎隆3.75g）を徐々 に静肱内に注入し，逐時的に一定時

間（直後， 1,3, 5, 10, 15, 20, 30, 45分， 1, l~ ， 

2, 2~ ， 3, 4, 5, 6, 8, 10, 12, 24, 48, 72, 96時

間）後，これを殺して各時間毎2例布に就て，検索し

た．

1.肺臓

注入直後例より 3分例込注入脂肪球は肺毛細血管

内に茜tt多数充満して認められ，脂肪疎相互が接着し
たような所見をみるところがあるが， 5分例以後にな

ると血管内脂肪球は著しく減少し， 30分例ではもはや

殆ど血管内に認めることは出来ない．

肺胞也細胞が注入脂肪球を娯取する状簡は，注入直

後，上述のように甚だ多数の脂肪球が脇毛細血管を溺

たすに拘らず，基準量注入時とほど同様であって，注

入後4時間以内に於て少数の同細胞が脂肪球を摂取し

ているのを認めるに過ぎない．即ちマウスの蹄胞札細

胞は脂肪を探取する能力が弱L、というζ とが出来る．

脂肪球隈取後初胞院内へと剥離した喰細胞は24時間例

に於ても，情その少数が認められる．

マウスのような小動物。尾静脈内に大量の乳化脂肪

を注入するため，いきおい，注入漣度が急速になること

が多かったが，肺官事血及び肺出血誼を認める例が前回

に比し，よりしばしばであった．この際防胞隅角部

に存在する大単該細泡は恐らく組織球細胞勺，細胞内

に箇喰されている頼粒は Sudan染色， Haematoxylin

-Eosin染色ともに掲色沈潜様であるのでJ肺出血に原
因して生じたHaemosiderinc_考えられる．何，出血竃

に一致して，一面にHaemosiderin乃至Haematoidin

が沈著し，細胞内には笥喰されていないように思われ

るものも認められる．

2. 肝臓

注入時肪球は肺毛細血管内に於けるよりもや L遅れ
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て， llPち3分例から静除洞内tこ多数に出現する．こ込

では血管墜に接着したような像で認められるところが

多いが， 15分例以後は著明に減少し， 1時間例となる

と，もはや血管内流血中を表る．

Kupffer氏星細胞が脂1方球を侵取することは麟めて

顕著であって，脂肪球を反攻した同納胞は注入直後か

ら6時間伊j迄甚だ多数認められ，以J麦再賢次減少するが，

24時間1911に於ても向かなり多く， 72時間例に到り始め

て消失する．

肝細泡内の Lipo idの噌加に就ては，前節の場合と

同様乃傾向が認められる．

3. g卑臓

注入目月初球は，肝臓と同様に肺毛細血管に於けるよ

りもや〉遅れ， 3分例から7置砲周間部の血管議内に集

中して出現するが，直に納l？＇に侵攻され始め るので，

15分例以後は著しく減少し，約1時間で血管内流血中

から消失する．併し乍ら， 2～ 4時間例の一部に於て

は向減泡周閤，H；乃，寧ろ納li包外に脂；iム球が存在するよ

うに界，受けられる所がある．

日旨U，；球を，長；収した書官内系の諸納砲は，注入後6時間

迄多数認められ，その後漸次減少するが，24時間例では

向かなり存在L,72時間例になると始めて消失する．

4. ~臓

注入後1時間以内の例仁於て，毛細血管内に少数の

注入時坊主求を散在性に認めるのみ．

5. 各臓器の血管内にみられる多核白血球増多は極

めて軽度のものである．

6. 急塗注入を行った例では， lJi!i宮守血ときには肺出

血を認めるのは既述の通りである．その他は前節と問

様に，反応的病的変化を言iE明しない．

備，この大量注入群に於ては乳化n~:J.t:注入後6～12

時間例に於て， Sudan染色により，肝細胞がや込趨大

してその原形質が部分的にぬけおち，一見実質性変性

御 実日

に似た像を示す例があった.Best氏糖原柴色を同時に

行ってみると梼原が問所に僧加しているのを認め，且

この処見は極めて一過性で間もなく E常に復するの

で，病的変化主いろよりも，手L化脂肪中に含まれてい

る葡菊憾に由来して前納胞内に出現した精原が，組織

問定乃至Sudan梁色操作中に脱出した像と考えるべき

でらろう．

第3節基準量の15信量の現化脂肪を皮下に

注入した際の所見

体重20g前後乃マウスの皮下に， 15%乳化問功I.Dec

（脂l1i毎妊7.Sg）を注入し，逐時的に一定時間（15,
30分， 1,2, 3, 4, 6, 8, 10, 12, 24, 48時間）：後，

これを殺して，検索した．

本実験弾に於てft：血管内に世田離の注入脂肪球を認

めることが出来ない.Ji!Pち静脈内混入直後，肺毛細血

管，肝臓静阪府，牌臓の穏胞周閤却血管草壁内等に，注

入時坊主まが集中して出現したような所見を認めない．

これは皮下注入時には日前方の切収が徐々に行われる放

であろi

的抱llt.加砲， Kupffer氏息納胞，牌臓の書官内系の細

胞等に脆杭球が裏取されるのは静店主内注入時k全く同

様であるが，今回は脂肪を漠取した諸細胞の出現が緩

慢で，且その数もすくない．これは皮下に注入された

脂肪球が逐時駁収されるため，諸細胞内に出演するの

が徐々であると共に，細胞内に侵取せられた脆肪球は

同時に細泡内処珂を受けて漸次消失するためと考えち

れる．

静店主内注入時のような，肺般に於ける出血百ilt肉眼

的には全く認めらちない．顕微鋤句にはI, 2, 6時

間例に於て，部分的に欝血及び小出血蓮を少数認める

が，対照例tこ於ても作々この程度の所見に遭遇するこ

とがあって，むしろ属殺時に出現した変化と見倣すべ

きものである．

ら せ 2、、
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